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連載 第 ２ 回目 で は， 設 計時 のコ ス ト 見積 が 実 際

の 建設 工 事費 と は乖 離 する こ と がま ま ある が， そ

れ は全 体 と して どの 程 度 ある の か， また， 対 応策

と して どう い う もの が ある の かに つ いて 考 え る。

１事業費の膨張
設計時の予算見積もりから実際の工事費が大幅

に 膨 れる例 は日 本 でも 海外 で もみ ら れる。 表１ は

英 国文 献 にあ る もの で， 有 名 なと こ ろ では， デ ン

マ ー ク 人 建 築 家 Ｊ
．

ウ ッ ツ オ ン の シ ド ニ ー ・ オ ペ

ラハ ウ ス 国際 コ ンペ 当 選案 の例 が あ る。 設 計 の確

定 が１９５７年の コ ンペ 後， ５ 年 も掛 か り， さ ら に竣

工 した！９７３年 ま で実 にユ６年間 が経 過 し， そ の 間に

建設 費 は当 初 の３雀．８倍 に膨 ら んだ。

そ れ は， こ の 建築 の 魅力 と もな っ てい る 独特 の

屋 根形 状の 確 定 が不 能 で， 弓１き 継 い だ英 国 のエ ン

ジニ アリ ング 会 杜が， 構造 計 算， 施 工計 画 をや り

直す な どの 劃音があ った。 設 計が 進 む段 階 か らコ

ス ト増 は必 至 だっ た の で， 発注 者 で ある 州 議会 は

プロ ジ ェク ト の 申止 を 決定 した が， 建築 関係 者 の

反 対 運 動な ども あり， 結局 は建 設 が 進め ら れた。

そ の 結 果
，

コ ス ト は 大 幅 に 膨 れ る こ と に な っ た。

特 に この 例 が示 す の は， 麗設 プロ ジェク ト はコ

ス トだ け で決 まる も の では なく， 本 来は 多 目的 な

も の と して 存 在す る と いう こと で も ある。

そ れ はさ て おき， わ が国 でも 同 様 に事 業 費の 膨

張 例 が あり， マ ス コ ミや 議 会等 で し ば しば 問題 に

表１ 設計騎の当初予簾を超遇した事例

（英国の公共工事等）

プ債 ジェクト名
当初見積 最終掛高
（百万 £） （百万£）

倍率

シ ド ニ ー ・ オ ペ ラ ハ ウ ス ２
．
５ ８７ ３４

．
８

テ ム ズ 川 堤 防 ２３ ４００ 王７．４

キ ン グ ス ト ン 刑 事 裁 判 所 ０．２５ １．８ ７．２

バ ー ビ カ ン ・ ア ー ト ・ セ ン

タ ー
至７ ８０ ４．７

ダ ベ ン ポ ー ト 海 軍 造 船 所 ２１ ８３ ４
．
Ｏ

ド ー バ ー 海 峡 ト ン ネ ル ４，８００ 王１
，
０００ ２．３

エ ネ ル ギ ー 省 ト ラ イ デ ン ト

原 子 力 潜 水 艦 基 地
ユ
，
１００ １

，
９００ ユ．７

（注） 英 政 府（Ｈ Ｍ Ｔｒｅａｓ山ｙ） 資 料 ；Ｉｖｏｒ Ｈ．Ｓｅｅｌｅｙ（１９９７）
“Ｑｍαｍ 物 Ｓ 舳 の 伽ｇ Ｐ 肌 左差ｃ色 ∫ｅｃｏ 〃 〃 肋 ｍ

”
，Ｐ．２４３

よ り 引 用

図】 シドニー・オペラハウス

さ れる。 京都 市 営地 下 鉄 東西 線 で は， 工 事契 約変

更が７２回 にも 及 び， 計 画 時２，４５０億 円の事業 費 が完

成 時に は約 ２倍 の４，７１０億 円に膨 らん だという。 建

築 工事 で 最近 話 題に な った 例 で は， 東北 の 某 自治

体 発注 の 複合 施 設工 事 で王５億 円 の予 算 に対 して，

２ 倍程 度 の設 計 内容 だっ た こ と がわ かり， 施 工段

階 で大 幅 な変 更 が行 わ れた。 こ れら はい ずれ も公
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共 工 事 につ いて の も の であ る。

１ 公共発注制度の中での取扱い
わ が 国の 財政 制 度 は単 年度 主 義 であ り， 公 共 工

事の場合は予算の範囲内でしか設計変更やそれに

伴 う 工 事費 の増 額 は 認め ら れ ない 原則 である。 ま

た 変 更 見込 金 額が 総 額の３０％ を超 える 場 合 は， 別

契 約 と す る こ と に なっ て い る （Ｓ４４．３ 建 設 省 通

達）。 地 方 自 治 体 も 同 様 で， 予 算 は 基本 的 に は 議

会承 認 に基 づ いて い て， そ の増 額 変更 に は 事務 方

の多 大 な労 力 を要 す る。 こ のよ う に， 事 業 費 はや

た らと 増や せ る仕 組 み では な い。 先 に示 した 事 例

はも ち ろ ん例 外 約な も ので あ ろう。

先 の 英 国 文 献 に は， １９９３－９４年 に 実 施 さ れ た

８０３の 公 共 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て
，

平 均 で１３
．
亙％

の 予 算超 過， ６．５％ の 工期 遅 延 が み ら れ た と い う

報 告例 が載 っ て い る１）が， わ が 国 の 数 値 は 公 式 統

計 で は必 ず しも 明 らか で はな い。

こ の 点 に つ い て， 公 共 発 注 担 当 者 の 話 に よ れ

ば， 予 算 の総 枠 は 縛り が ある も のの， 建築 工 事の

場 合， 細 か いも の も 数に 入れ る と設 計 変 更は か な

り の頻 度 で 行わ れ て いる のが 実 状の よ う であ る。

設 計 変更 に は， 発 注当 初 の設 計 図面 で はカ バ ー し

き れて い な い細 部 の取 り 合い， 納ま り， ユー ザー

か ら の要 望 な どに 起因 す るも の が多 い。 こ れは民

間 工 事 でも 言 える こ とで， 建 築 物 は工 事 が進 行 し

て 形 が見 え てく る と， 細 かい 部 分 が気 に なり， 甲

乙 の 許容 限 度の 申 で 変更 が行 わ れて い る。 ま た，

隈ら れた 設 計期 間 の 中 で作成 さ れ る図 面 は， 十 分

な コ ス ト コ ン ト ロ ー ル が で き な い ま ま 発 注 さ れ
，

工事段階での変更等を繰り返しながらコスト調整

の努力 がな さ れる 場 合も あ る という。

１ 工事金額の変更理由
さ て， 工事 の 実施 段 階 で膨 れる 理 由に は どのよ

う な も の があ る の か。 ｒ民間 連 合 協 定 ・ 工 事 請 負

契約約款」 の第２９条には請負代金額の変更理由が

示さ れて いる （表２）。

こ れは 民間 建 築工 事 を想 定 して 制 定さ れた もの

で あり， こ れ以 外の 約 款 を使う 契 約 は いく ら でも

あ る。 し か し， 事 業 費 が 膨 張 す る 理 由 に つ い て

は， ほと ん どが 表２ の どれか に入 る と考 え て もよ

か ろう。 た だし， 実際 の 工事 でそ れ が どの 程 度認

め ら れる か は， 発 注者 と 受注 者 の力 関係 に よ る。

こう した 金 銭 絡 みと な る可 能性 の あ る契 約 変更

に 対 し て は， 欧 米 で は 一 般 に， ク レ ー ム レ タ ー の

や り とり を 通 して 解決 す る習 慣 があ る。 トラ ブ ル

に対しては ＡＤＲ と呼ぶ裁判外紛争解決制度 が普

及 し て い る し， 様々 な 判 例 が 積 み 重 ね ら れ て い

る。 例 え ば， 発 注 者 の責 任 によ る工 事 遅 延に 関 し

表２ 講負代金 額の変更理由

・コニ事 の 追 加 ・ 変 更 が あ っ た と き

・１工 期 の 変 更 が あ っ た と き

・ 関 連 工 事 の 調 整 に 従 っ た た め に 増 加 費 崩 が 生 じ

た と き

・ 支 給 材 料 ・ 貸 与 晶 に つ い て
，

晶 目 ・ 数 量 ・ 受 渡

時期・受渡場所または返還場所の変更があった

と き

・ 予 期 す る こ と の で き な い 法 令 の 制 定 ・ 改 廃
， 経

済事惰の激変

・ 物 価 ・ 賃 金 な ど の 変 動

・ 中 止 し た 工 事 ま た は 災 害 を う け た 工 事 を 続 行 す

る場合

（※工事０）減少都分 は監理者の承認を受けた内訳

書 の 単 価， 増 加 部 分 は 時 価 に よ る。）

（注） 「民 闘 連 合 協 定 ・ 工 事 講 負 契 約 約 款」 の 第２９条 よ り

引 用
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て は， 本社 オ ーバ ー ヘ ッ ド （一 般 管 理費） 分に つ

いて さ え も 溝 算 す るモ デル 式２）が 何 種類 か 提 案 さ

れて いる 程 で ある。

１ 設計段階の１ス１管理技術
設 計 者が 行う コ ス ト管 理 は， デ ザイ ンフ ェー ズ

毎 に 行わ れ る 「概 算」 に よる が， その 基 本 目標 は

大手設計事務所の場合 で， 基本計画時に予算の１０

％， 基本 設 計 時に ５％ という の が 誤差 の 目安 に な

っ て い る３）
。

ゼ ネ コ ン の ダ ン ピ ン グ 事 情 も あ り
，

こ う した 数 値 評価 は入 札 前 には 未 確定 で ある が，

と も かく も そう いう 数 値 目標 が あっ て 設計 が行わ

れ て いる。 一 方で は， 発 注者 の 建築 設 計 業務 に 対

す る 不 満 の 大 き なも の の 一 つ に， 「適 切 なコ ス ト

コ ントロ ー ル が行わ れて い ない」 という 調 査 緒果

も あ る ４）
。

さて， 設 計者 が 行う 具 体 的なこコス ト技術 に つ い

て は
，

様 々 な も の が 存 在 す る。 そ れ は， 基 本 的 に

は 自社 の デ ータ ベー ス 等 の蓄 積 によ る 概算 工 事費

の 算 出技 術 であ ろう し， 他に も 例 え ば， 設 計 に強

い 関 違 が あ る ＶＥ （Ｖａｌｕｅ Ｅ 埴 ｎｅｅｒｉ王？ｇ） 技 術 等

も あ げら れ る。 ＶＥ の教 科書 でよ く 引用 さ れる の

は， 設 計 の初 期 段 階ほ どコ ス ト 圧縮 効 果が 高く，

設 計 が確定 して いく ほ ど縮減 でき る コス トは 少な

く な る と い う， コ ス ト 決 定 カ ー ブ で あ る
。

逆 に 言

え ば， 正確 なコス ト予 測に は 明 確な 設計 が 必 要に

な る と い う こ と で も あ る。 そ の 他 に も
， 製 造 業 に

お け る 製品 設 計 分 野 で 発 達 した， 「目 標 コ ス トに

合わ せ て設 計 する」 と いう デ ザイ ン・ツ ー り ス

ト （Ｄｅｓ 釦 Ｔｏ Ｃｏｓｔ） の 設 計 手 法 も 知 ら れ て い

る。 ま た 施 工 段 階 で は ＰＭ・ＣＭ 関 違 の ＥＶＭＳ５）

等の コス トマ ネ ジメ ン ト技 術 があ る。 こ れ らの 内

のい く つか に つ いて は， 次 回以 降 の 論者 が 取り 扱

う だ ろ う。

１夕 朴 画１ス１の考え方
ここ で 一っ だ け紹 介 して お きた い の は， タ ーゲ

ッ ト ・ コ ス ト の 考 え 方 で あ る
。

図 ２ は
，

建 築 学 会

の ワー ク ショ ッ プ で取 り上 げら れた もの だ が， 品

質 とコ ス トの 関係 を 概 念 的に 表 して いる。 図 のよ

う に数 量 的に 捉 える た めに は 品質 に つ いて もス ケ

ー ルを 定義 す る 必要 が ある。 一般 に 建築 の 晶質 を

高 いも の に しよう と す れ ば， そ れだ けコ ス ト は高

く なる も の であり， 両 者 はト レー ドオ フ の 関係 に

あ る。 プロ ッ ト して あ る 点 は 個 別 の 設 計 解 決 案

で， 安 いコ ス ト で晶 質 がよ い 優 れた 案も あ れ ば，

逆に コス トは 高い が 晶質 は 良く な い とい う のも あ

る。 実 際 には 一つ の 設 計 でこ れほ ど多 く の 設計 解

決案 を 作成 す るこ と は 珍 しい だろ う が， 設 計者 の

試行錯誤の申でのものを含めると複数の代替案を

明示 する こ と が でき る だろう。

さ て， こ の 複数 の 代替 案 を上 側 と下 側 か ら包 絡

するカ ー ブを 考え る こ とが でき る。 この 中 に全 て

の設 計案 が 存在 す る。 そ して， どん な優 れた 設 計

案 でも一 定 の 晶質 を 実現 する た め に はコ ス トを こ

れ以 上 は下 げられ な いと いう 経 済 的に 最 適 な力 一

ブを 考え る こ とが でき る。 一 方 で は， 当 該 建物 で

求 め ら れ る 晶 質 の 必 要 レ ベ ル， さ ら に， 予 算 （コ

ス ト） の 上 限の ライ ンを 考 える と， こ れ らに 囲 ま

れた 範囲 は， 設 計 者 が目 指す べ き 「タ ー ゲッ ト ・

コ ス ト」 に なる （図 で ハ ッ チ さ れた 部 分）。 こ れ

か ら 外れ る 設計 案 はコ ス トや 晶 質 面 で何 らか の工

夫 を 求め ら れる の であ る。

こ れは プロ ジェク ト全 体 でも 考 えら れる し， 部

分 の設 計 で も考 え ら れる であ ろう。
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晶 質

ＱＵ糺ＩＴＹ

ａＶｅ蝸 ９ｅＯＯＳｔｆｒ畠㎜ｅ

平 均 豹＝コス ト フ レ ー ム

㎝ｒＶｅ Ｏｆ 皿ＯＳｔｅＣＯｎＯ皿ｉＣａｌＳ〇三泌 Ｏ皿Ｓ

最も 経 済的 解決 策の カ ー ブ

Ｓ 跳 ちＣＯＳｔ王ｒ ㎜ ｅ

藍 準駒 コス 昏 フ レーム

ン

ｌｅＶｅｌ Ｏｆｑｕａ 脚 ｒｅ ψ ｒｅ㎜ｅ蛆ｔＳ

晶 質の 必要 条 件 の レペ ル

１Ｏ椛Ｓｔ三ｅＶｅ三〇至ｑ 滅 梅

巌 低 晶質 レペ ル

ｎｉ 皿ｉ１皿 Ｈ 皿ユ Ｃ ＯＳｔ ｝ｅＶ ｅ１

巌低 コ ス ｝レペ ル コス ト ＣＯＳＴＳ

弼 ａ㏄ｅＰｔｅｄ ｓｏ旦租ｔｉｏ皿

晶質 と コス トの バ ラ ンス のと れ た 領域

○ 聾臆纏鮒

＼ 吐ｅＶｅ１ＯＰｉ皿ｇ 壷ｉｒｅＯ紅Ｏ丑

発慶方向

図£ 夕一ゲッ トニ１ストの考え方

資 料 ： ヘ ル シ ン キ 大 学 の ＫＩ訳 ＡＳ 教 授 の プレ ゼ ン テ ー シ ョ ン 資 料 （国 本 建 築 学 会 第 １ 回 コ ス トワ ー ク シ ョ ッ プ 関 係 資 料

工９９５
．
！０

．
２０ よ り）

（注） 晶 質 と コ ス ト の 理 想 豹 な 関 係 を示 し て い る。 太 線 が 最 も 理 想 的 な ライ ン。 斜 線 の 中 に 落ち 着 け ば
， そ の プ ロ ジ ェ ク

ト は 晶 質 と：コ ス ト の バ ラ ン ス が と れ て い る こ と に な る。 こ れ が タ ー ゲ ッ ト コ ス ト に な る。

註

！） こう した 英国建設 産業の 不効率は 間題視 され，

１９９８年 に 公 表 さ れ た イ ー ガ ン ・ レ ポ ー ト （「建 設 業

再 考 ： Ｒｅｔｈｉｎｋ１撮ｇ Ｃｏｎｓｔｒ ㏄ｔｉｏｎ」） で は 具 体 舳 こ コ

ス トや工期 を年 間１０％ 削減 し， 期間 内や 予算 内で

完 成 さ せ る プ ロ ジ ェ ク ト 数 を２０％ 増 加 さ せ る な ど

の 数 値 目 標 を 掲 げ た。 以 後， 建 設 業 界 の ベ ス ト ・

プ ラ ク テ ィ ス を 遺 求 す る 運 動 が 展 開 さ れ て い る。

２） Ｈｕｄｓｏ撮 式
，

Ｅ ｍｄ 鋤 式， Ｅｉｃｈ１ｅａｙ 式 等 が あ る。

いず れも簡単 な四則計 算で行う ものだ が， 詳細 は

Ｄ
．

Ｔ ｕｒｎｅｒ ａｎｄ Ａ
．

Ｔ ｕ ｍ ｅｒ
，

励 〃 ａ 伽 ｇ Ｃｏｍわ 伽 左

ＣＺα云刎∫ αｍａ Ｄゐψ〃ｅＳ ２ｍａ 亙励 κｏｍ， 亙９９９， ｐｐ．２１３一

２３６等 を 参 照。

３） 日 経 ア ー キ テ ク チ ュ ア２００３．８．ユ８
，ｐｐ，８３－８４記 事

４） 京都大学 と東洋大学 がＪＩＡ 業務 委員会 の調査研

究 と し て１９９４～１９９９年 に 行 っ た 一 連 の 調 査。 吉

阪 ・ 秋 山 池 「建 築 プ ロ ジ ェ ク ト に お け る 顧 客 満 足

に 関 す る 研 究」（日 本 建 築 学 会 計 画 系 論 文 集

Ｎα５Ｃ８
．
１９９８．６） 等。

５） ＥＶ Ｍ Ｓ （Ｅａ ｍ ｅｄ Ｖａ三ｕｅ Ｍ ａｎａｇｅｍｅ王３ｔ Ｓｙｓｔｅｍ）

は， プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ト の ツ ー ル で あ り，

米 国 等 の 国 内 規 格 に も な っ て い る。 プ ロ ジ ェ ク ト

の コ ス ト や 工 期 を 示 す 指 標 に よ り コ ン ト ロ ー ル す

る 方 法 ・ 仕 組 み。
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